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住居内に設けられる壁付き手すりの取付け強度に関する実験研究　その１

                                                     正会員  ○ 久保田一弘＊5      同　加藤　正男＊４

手すり         取付け強度     バリアフリー住宅           同      西田　和生＊3      同　布田　健＊2

                                                        同       古瀬　敏＊2         同　直井　英雄＊1

Experimental study on strength of handrail installation on wall in dwellings (part1) KUBOTA Kazuhiro et al.
▲図5:荷重-変位線図の一例(せっこうボード9.5mm+柱)
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1.研究目的
　「第 8 期住宅建設 5 カ年計画」住宅宅地審議会(国土
交通省)の答申によると、バリアフリー住宅を 2 0 1 5 年
までに約 4 0 % に増やすと言う目標が挙げられている。
この計画には、歩行や動作を補助する「手すりの設
置」も含まれるが、既存住宅における手すりの後付け
工法に関しては基礎的なデータの整備がされておら
ず、施工者の経験に頼っているのが現状といえる。そ
こで本実験では、居住空間の内面壁として一般的に用
いられる壁構法を対象に、手すりの取付け強度試験を行
い、手すり取付け構法選択の際の基礎データとして提示
することを目的とした。
2. 試験体(表 1, 図 1,2)
　代表的な壁下地材、壁面材、ネジを組み合わせ、そのな
かで明らかに強度が高い組み合わせや低い組み合わせは省
略し、表1 に示す試験体の壁仕様として27 種類(n=3)計
81 体を用意した。浴室等に用いられる湿式工法の壁は今
回は除外した。壁の試験体を図1に示す。また、ブラケッ
ト及び手すりは手すりメーカー8 社 18 種類のブラケット
から代表的な形状を選定した。その寸法を図2 に示す。
3. 試験方法(図 3)
　試験体を試験装置にセットし、60kgf(590N)まで加力し
変位計で変位を測定、荷重を0kgf(0N)に戻し残留変位を測
定した後、再度加力し最大荷重に至った荷重・変位の測定
と破壊後の状況を記録した。なお、既往の研究により転倒
時に手すりにかかる荷重は水平方向よりも鉛直方向の方が
大きいということが分かっており、本実験では鉛直方向の
みとした。また、ロードセルや荷重計測治具の重さが荷重
値に加わらないように試験体を水平にして試験を行った。
4.実験結果及び考察
(1)荷重 - 変位線図の状況(図 4,5)
　荷重の掛かり方の一例を図5の線図に示した。この状況
からは、荷重を掛けてからA(60kgf)の当たりで傾きが緩や
かになっており、壁面材の圧壊が始まったとみられる。ま
た、一旦荷重を除去したB から再び荷重を加えるにつれ、
圧壊が進行してゆきネジの引抜き力が徐々に増加し、C で
ネジの引抜きが生じ荷重が低下したことが読み取れた。
(2)壁下地材による比較(図 6)
　柱より間柱(幅 35mm)が最大荷重が大きく有利となった。
これは、別に行った試験から間柱(幅 35mm)の方が木材の
ネジ引抜き力が大きかったことによると考えられる。

▲図1:試験体              ▲図2:ブラケット詳細図

▲図3:試験装置            ▲図4:破壊後の状況
                           　 (せっこうボード9.5mm+柱)
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試験体

600              88
壁面材   壁下地材

60
0

柱
105×88(mm) 幅27mm
3本止め 2本効き 3本止め 2本効き 3本止め 3本止め

PB 9.5mm ● ● ● ● ●
PB12.5mm ● ● ● ●
硬質PB 9.5mm ● ●
硬質PB12.5mm ● ●
強化PB12.5mm ●

合板 5.5mm ● ●
合板 9mm ●
合板12mm ●

PB12.5mm×2枚貼り ●
PB12.5mm×2枚貼り
      (長ネジ70mm)

PB 9.5mm＋合板 5mm ●
PB 9.5mm＋合板 9mm ●
PB 9.5mm＋合板12mm ●
PB12.5mm＋合板 5mm ●
PB12.5mm＋合板 9mm ●
PB12.5mm＋合板12mm ●
PB12.5mm＋合板 9mm
    (接着貼り併用)

間柱
幅35mm

軽鉄 無し

●

●

▼表1:試験体壁仕様一覧　　　　　　　注):PBはせっこうボードを称す
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　なお、壁面材に隠れて壁下地材の位置が正確にわから
ない状態で、幅35mm の間柱にネジ3本止めでブラケット
を取付けるのは困難であり、また幅27mm では 3 本止めす
ることは不可能であるため、安全側を考え2本効きの強度
ととらえるべきと考える。
(3)壁面材による比較(図 7)
　壁下地材が無い場合で壁面材だけの比較では、合板
5.5mmや硬質せっこうボードは手すり下地として用いるに
は不適であることがわかった。また、合板12mm は、間柱
にネジ 2 本効きとあまり差がない結果となった。
(4)ネジの長さによる比較(図 8)
　ネジ長さ 40mm で PB12.5mm の 2 枚貼りに取付ける場合
では、柱に10mm 程度しかかかっていないために十分な強
度が得られなかった。しかし、長さ70mm の場合では、平
均最大荷重270kgf(2648N)ともっとも大きい数値であり、
その破壊状況はブラケットの破断であった。他の試験体
はいずれもネジの引抜きによる破壊であった。これによ
るとネジの長さによる影響が特に高いと考えられる。
(5)最大荷重データと既往基準等との照合(図 9)
　(財)ベターリビングの優良住宅部品認定基準では、「歩
行補助手すりは、手すり中央部に1,150N(120kgf)、動作
補助手すりは、手すり端部及び中央部に590N(60kgf)の
荷重をかけて破壊などを生じさせないこと。」とある。ま
た、既往の研究の急激荷重試験では、体重を超えるような
荷重は短時間においてもかかっていない。以上の資料を
参考に仮に母平均の区間推定の下限値(信頼区間95%)を境
にとるとすれば図 9 のようなグループ分けができる。
5.まとめと今後の課題
　今回の実験で、目的とした取付け強度データを得るこ
とができた。今後の課題として、ネジの長さや木材の樹種
の違いによる検討などのほか、強度に対する要求条件や
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▲図6:壁下地材別に見た最大荷重平均値
       (壁面材:せっこうボード9.5mm)
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▲図8:ネジの長さ
別に見た最大荷重
平均値(せっこう
ボード12.5mm× 2+柱)
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▲図7:壁面材別に見た最大荷重平均値(壁下地材:無し)

荷重(kgf)

0

30

60

90

120

硬
質
PB
9.
5

硬
質
PB
12
.5

合
板
5.
5

合
板
9

合
板
12

PB
 9
.5
＋
合
板
5

PB
 9
.5
＋
合
板
9

PB
 9
.5
＋
合
板
12

PB
12
.5
＋
合
板
5

PB
12
.5
＋
合
板
9

PB
12
.5
＋
合
板
12

荷重(kgf)

▲図9:全試験体の最大荷重(強度順に配列)                                                                             (*):ネジ2本効きを示す
        Aグループ:120kgf(1177N)以上        Bグループ:90kgf(883N)～ 120kgf(1177N)                  Cグループ:60kfg(589N)～ 90kgf(883N)        Dグループ:～60kgf(589N)
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